
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

（
産
業
人
材
対
策
課
）　

　

一

 
告

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
の
変
更
に
係
る
部
分
の
縦
覧 

（
農
村
整
備
課
）　

　

一

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
事
前
届
出
及
び
指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧 

（
水
産
業
振
興
課
）　

　

二

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

二

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
土
地
改
良
事
業
計
画
の
適
当
の
決
定 

（
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

二

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

三

 
公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

三

 
公
安
委
員
会

〇
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
十
二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
医
師
の
指
定
に
関
す

　

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

三

〇
道
路
交
通
法
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
駐
車
監
視
員
資
格

　

者
講
習
の
実
施 

三

〇
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
の
三
第
二
項
及
び
第
十
二
条
の
三
の
規
定
に
基

　

づ
く
医
師
の
指
定 

四

 
規

則

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
八
十
四
号

　
　
　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

職
業
能
力
開
発
校
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
宮
城
県
立
白
石
高
等
技
術
専
門
校
の
項
中

 

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

に
改
め
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
一
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人

の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

仙
台
麻
酔
普
及
協
会

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

嶋　
　
　

武

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
泉
区
山
の
寺
二
丁
目
二
十
一
番
三
十
一
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

 

こ
の
法
人
は
、
麻
酔
医
療
の
普
及
・
充
実
・
発
展
・
啓
発
と
地
域
医
療
の
質
の
向

上
な
ら
び
に
人
材
確
保
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
二
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
上
区
東
部
地
区
の
換
地
計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
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発　　　　行

宮 城 県
( 総務部私学文書課)
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話  022（211）2267
(毎週火，金曜日発行)

「

ビ
ジ
ネ
ス
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
科

造
園
科

二
〇
人

一
〇
人

二
〇
人

一
〇
人

六　

月

六　

月

」

「

造
園
科

一
〇
人

一
〇
人

六　

月

」



第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十

五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服

が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県

を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
変
更
に
係
る
部
分
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
一
月
七
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

美
里
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
三
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
損
害
等

補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
十
二
月
十
八
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

古
川
登
米
線

三　

道
路
の
区
域

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
蔵
王
町
土
地
改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
平
沢
地
区
）
計
画
を
適
当
と
決
定

し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
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届　
　
　
　
　

出　
　
　
　
　

事　
　
　
　
　

項

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

宮
城
郡
松
島
町
松
島
字
町
内
百

三
十
四
番
地
の
一

 

蜂
谷　

雅
美

宮
城
郡
松
島
町
磯
崎
字
磯
崎
九

十
一
番
地
の
十
二

 

高
橋　

幸
彦

加

入

区

松
島
町
加
入

区

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条

第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同

組
合
の
名
称

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

縦　

覧　

場　

所

宮
城
郡
松
島
町
高
城
字

浜
三
十
八
番
地
の
五

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

松
島
支
所

変

更

の

区

間

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
内
の
目
五
五
番
一
地
先
か

ら同
市
同
町
字
桜
岡
江
浪
五
〇
番
地
先
ま
で

変
更
の

前　

後
前後

敷

地

の

幅

員

（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
・
〇
〜

 

三
八
・
四

一
二
・
〇
〜

 

三
八
・
四

敷

地

の

延

長

（
メ
ー
ト
ル
）

二
六
六
・
〇

二
六
六
・
〇

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

古
川
登
米
線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

登
米
市
米
山
町
字
桜
岡
内
の
目
五
五
番
一
地
先
か
ら

同
市
同
町
字
桜
岡
江
浪
五
〇
番
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
一
年

十
二
月
七
日



日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対

す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

土　
　

井　
　
　
　
　

敏　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
（
平
沢
地
区
）
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
七
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
一
月
八
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

蔵
王
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
千
四
十
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
河
南
矢
本
土
地
改
良

区
役
員
の
就
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

東　
　

野　
　

真　
　

人　
　
　

　

就
任
し
た
者

 
公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
一
年
十
二
月
四
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

公
安
委
員
会

（3）　 平成21年12月４日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2113号　　 

就

任

年

月

日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日

氏　
　
　

名

土

井

�

治

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

東
松
島
市
大
曲
字
寺
沼
百
五
十
番
地

役
職
名

理　

事

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡
四
丁
目
一
番
一
号

 

株
式
会
社　

ユ
ア
テ
ッ
ク　
　
　

一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

名
取
市
飯
野
坂
字
土
城
堀
九
八
番
一
の
一
部

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
11号

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
12条

の
３
の
規
定
に
基
づ
く
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。　

　
　
平
成
21年

12月
４
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
孝
也
　
　

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
12条

の
３
の
規
定
に
基
づ
く
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
12条

の
３
の
規
定
に
基
づ
く
医
師
の
指
定
に
関
す
る
規
則
（
平
成
21年

宮
城
県
公
安

委
員
会
規
則
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
題
名
中
「
第
12条

の
３
」
を
「
第
４
条
の
３
第
２
項
及
び
第
12条

の
３
」
に
改
め
る
。

　
第
１
条
中
「
第
12条

の
３
」
を
「
第
４
条
の
３
第
２
項
及
び
第
12条

の
３
」
に
改
め
、
同
条
の
表
中
「
第
５
条
第
１

項
第
２
号
」
を
「
第
５
条
第
１
項
第
３
号
」
に
、「
第
５
条
の
２
第
３
号
」
を
「
第
８
条
第
３
号
」
に
、「
第
５
条
第
１

項
第
３
号
及
び
第
４
号
」
を
「
第
５
条
第
１
項
第
４
号
及
び
第
５
号
」
に
改
め
る
。

　
第
２
条
中
「
第
12条

の
３
」
を
「
第
４
条
の
３
第
２
項
及
び
第
12条

の
３
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
平
成
21年

12月
４
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
196号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
51条

の
13第

１
項
第
１
号
イ
に
規
定
す
る
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習

に
つ
い
て
、
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
16年

国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
23号

）
第
６
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
21年

12月
４
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
孝
也
　
　

１
　
実
施
日
時

　
�
　
講
習
　
平
成
22年

２
月
10日

（
水
）
及
び
同
月
12日

（
金
）
の
２
日
間

　
　
　
　
　
　
各
日
午
前
８
時
45分

か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
�
　
考
査
　
平
成
22年

２
月
19日

（
金
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
同
10時

ま
で
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２
　
実
施
場
所

　
�
　
講
習

　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
三
丁
目
３
番
１
号

　
　
　
パ
レ
ス
宮
城
野

　
�
　
考
査

　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
三
丁
目
３
番
１
号

　
　
　
パ
レ
ス
宮
城
野

３
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
受
講
手
続

　
�
　
申
込
書
類

　
　
ア
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
受
講
申
込
書
一
通

　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
受
講
申
込
書
（
以
下
「
受
講
申
込
書
」
と
い
う
。）
は
、
平
成
22年

１
月
８
日

（
金
）
か
ら
同
月
29日

（
金
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に
、
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指

導
課
及
び
宮
城
県
内
の
各
警
察
署
交
通
課
に
お
い
て
配
布
す
る
。
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
（
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
23年

法
律
第
178号

）
に
定
め
る
休
日
を
い
う
。）
を
除
く
。

イ
　
写
真
１
枚
（
申
込
前
６
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
及
び
無
背
景
の
縦
の
長
さ
3.0セ

ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
2.4セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
。）

　
�
　
申
込
期
間

　
平
成
22年

１
月
８
日
（
金
）
か
ら
同
月
29日

（
金
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
。
た
だ
し
、
土
曜

日
、
日
曜
日
及
び
祝
日
を
除
く
。

　
�
　
申
込
先

　
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
８
番
１
号

　
　
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課

　
�
　
申
込
方
法

　
本
籍
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
勤
務
先
そ
の
他
連
絡
先
を
記
載
し
た
受
講
申
込
書
を
前
記
�
の
申
込
先

に
提
出
又
は
郵
送
す
る
こ
と
（
郵
送
に
つ
い
て
は
、
平
成
22年

１
月
29日

ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け

付
け
る
。）。

　
�
　
手
数
料

　
　
　
19,000円

相
当
額
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
受
講
申
込
書
の
裏
面
に
貼
付
す
る
こ
と
。

　
　
　
な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
申
込
書
類
の
受
付
後
は
返
却
し
な
い
。

４
　
携
行
品

�
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
受
講
票
（
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
日
ま
で
に
受
講
申
込
書
に
記
載
の
住
所
あ
て
に

郵
送
す
る
。）

　
�
　
筆
記
用
具
（
講
習
用
テ
キ
ス
ト
は
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
日
に
配
布
す
る
。）

５
　
合
格
発
表

　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
考
査
終
了
後
、
当
該
修
了
考
査
会
場
に
お
い
て
、
合
格
者
の
受
講
番
号
を
掲
示
す

る
。

　
な
お
、
合
格
者
に
は
、
当
日
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
し
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交

付
申
請
手
続
に
つ
い
て
教
示
す
る
。

６
　
そ
の
他

�
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
は
、
道
路
交
通
法
第
51条

の
13第

１
項
の
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
る

た
め
の
講
習
で
あ
り
、
２
日
間
（
14時

間
）
の
講
習
を
受
講
後
、
修
了
考
査
（
１
時
間
）
に
合
格
し
た
者
に
対
し

て
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

�
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
申
請
に
係
る
手
数
料
（
9,900円

）
が
別

途
必
要
で
あ
る
。

�
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
を
受
講
し
、
そ
の
課
程
を
修
了
し
て
も
、
道
路
交
通
法
第
51条

の
13第

１
項
第
２
号

に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
事
項
に
該
当
す
る
者
は
、
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

�
　
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
を
受
け
て
も
、
道
路
交
通
法
第
51条

の
８
第
１
項
に
規
定
す
る
確
認
事
務
の
委

託
を
受
け
た
法
人
に
属
さ
な
い
限
り
、
駐
車
監
視
員
と
し
て
活
動
で
き
な
い
。

�
　
受
講
人
数
は
、
40名

を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
申
込
期
間
中
で
あ
っ
て
も
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
申
込
受
付

を
締
め
切
る
場
合
が
あ
る
。

７
　
受
講
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
係

　
　
電
話
　
022－

221－
7171　

内
線
5143～

5146

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
198号

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
33年

法
律
第
６
号
）
第
４
条
の
３
第
２
項
及
び
第
12条

の
３
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
医
師
を
指
定
し
た
。

　
　
平
成
21年

12月
４
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
孝
也
　
　

１
　
指
定
し
た
医
師
 

診
断
の
対
象
者

病
院
の
所
在
地

病
院
の
名
称

医
師
の
氏
名
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２
　
指
定
年
月
日

　
　
平
成
21年

12月
４
日

３
　
平
成
21年

宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
86号

の
廃
止

　
平
成
21年

宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
86号
（
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
12条

の
３
の
規
定
に
基
づ
く
医
師

の
指
定
）
は
、
廃
止
す
る
。

・
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法（
昭

和
33年

法
律
第
６
号
）
第
５
条

第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
病
気
（
銃
砲
刀
剣

類
所
持
等
取
締
法
施
行
令
（
昭

和
33年

政
令
第
33号

）
第
８
条

第
３
号
に
定
め
る
病
気
を
除

く
。）
に
か
か
っ
て
い
る
者
並

び
に
法
第
５
条
第
１
項
第
４
号

及
び
第
５
号
に
掲
げ
る
者

・
介
護
保
険
法
（
平
成
９
年
法
律

第
123号

）
第
８
条
第
16項

に
規
定
す
る
認
知
症
で
あ
る
者

仙
台
市
青
葉
区
国
見
一
丁

目
15番

22号
国
見
台
病
院

窪
　
田
　
恭
　
彦

岩
沼
市
寺
島
字
北
新
田

111番
地

南
浜
中
央
病
院

高
　
階
　
憲
　
之

石
巻
市
山
下
町
二
丁
目
５

番
７
号

こ
だ
ま
ホ
ス
ピ
タ
ル

門
　
間
　
好
　
道

大
崎
市
古
川
中
島
町
１
番

８
号

木
村
病
院

石
　
井
　
　
　
一

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
施
行

令
（
昭
和
33年

政
令
第
33号

）
第

８
条
第
３
号
に
定
め
る
病
気
に
か

か
っ
て
い
る
者

仙
台
市
泉
区
八
乙
女
二
丁

目
12番

２
号

八
乙
女
ク
リ
ニ
ッ
ク

�
　
橋
　
剛
　
夫


